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【背景・目的】
CTやMRI技術の発達により生体内での組織・器官の形態を

正確かつ非侵襲的に得ることができるようになり，それを反映
した計算力学解析によって生体内部の力学的挙動を明かにす
ることが可能になりました．この方法を応用すれば，生物形態
の力学的最適性を解明にして軽量高強度な構造デザインの開
発に役立てたり，人体内部の応力・ひずみ場の解析からその
損傷を防ぐ医療福祉機器の開発にも役立てることができます．

【概要】
(1) 計算力学技術を用いて生物の力学現象を解明する研究
機械とは異なる特徴を持つ動植物の力学現象を解析し，そ

の形態や機構の力学的最適性を明らかにする研究を進めます．
(2) 計算力学技術を医療・保健分野に応用する研究
人体の筋骨格系や軟組織に作用する力や応力・ひずみを解

析で求め，医療・保健分野の診断や治療，機器開発に応用す
る研究を進めます．
(3) 生物形態に基づく機械構造物の設計法・製造法の研究
多種多様な生物形態データベースを構築し，それを活用した

最適化技術により機械構造物の設計を行う手法の開発研究を
進めます．それを製造する技術についても研究します．

【研究の特徴・コンセプト・理念】

機械工学の方法により生物を解析し，優れた生物の形態に
学んで機械構造をデザインします．
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